
交野みらい学園 交野みらい小学校 学校だより 学校教育調査ご協力いただき、ありがとうございました。
４・５・６年生児童及び全児童保護者のみなさまに「令和５年度学校教育調査」ご協力いた

だきました。ありがとうございました。 今年度より、Google フォームのアンケート機能を活
用したアンケート送付に変更しました。アンケート趣旨にご理解いただき、ご回答くださいまし
たことに感謝申し上げます。集計結果がまとまりましたのでお知らせします。つきましては、配
信準備が整い次第、お知らせいたしますのでご覧ください。

２０２４年 ２ 月号 校長 德 長 裕 交野市英語ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ･ｺﾝﾃｽﾄ 児 童 祭 １月１２日（金）
１月２０日（土）、ゆうゆうセンターにおいて 児童会役員が中心となり「みんながわくわくで、

〈学校教育目標〉 ともに高めあえる、人間性豊かな子どもの育成 開催されました。 スマイルいっぱいの児童祭にしよう」を目標に全
〈めざすこども像〉 ・豊かな人権感覚を持ち、自他ともに大切にする子 本校からは、６年１組の山村 梗歌さんが参加し 校児童が楽しい時間を過ごしました。

・自ら学び、よく考え、粘り強く実行する子 『My favorite anime Demon Slayer』と題して
・活力を持ち、たくましい心や身体を持った子 これからの人生に大きく影響を受けたアニメ「鬼滅

〈交野みらい学園 理念〉「いま、目の前にいる子どもたちが、すばらしい大人、社会の一員として、笑 の刃」について発表してくれました。審査員特別賞
顔あふれる人生を歩んでいますように」 をいただきました。

２日（金） 委員会 １日（金） 委員会
５日（月） リズムなわとび週間 ６日（水） 地区集会・集団下校

令和６年は厳しい年明けとなりました。多くの人が何かできることはないかと考えているの ２・３・５年（2/5・6・８・９） PTA決算総会（15:15～）
ではないでしょうか。１月１日に石川県能登半島付近でマグニチュード7.6、震度７の大地震 ８日（木） 社会見学(３年）～９日 ７日（木） 集 会

が発生し多くの方が犠牲になりました。テレビ等で避難生活をされている方々の様子や様々な ９日（金） クラブ １３日（水） 卒業式リハーサル

形でのボランティア活動の様子が映し出されています。自分にできることを真摯に行い、一日 １３日（火） 参観・懇談(1･2･３年) １４日（木） 第一中学校 卒業式

一日を大切にしようと思いました。 １４日（水） 登校班指導 おはなし会 １５日（金） ６年生 修了式

学校は子どもたち一人ひとりの命を大切にし、友だちを大切に想い、未来に向かって夢を育 １５日（木） 集 会 参観・懇談(4･5･６年) 卒業式準備

む場です。学校での活動や体験を通して、友だちを大切に想い、違いを認め、思いやりの気持 １６日（金） 新一年生 就学説明会 1･2･3･4･6年 13時20分頃下校

ちを持つことができる子、命を大切にし、自分の命も人の命も大切にできる子を育み育ててい １年 13時10分頃下校 5年 15時00分頃下校

ます。 １９日（月） 除去食 １８日（月） 第２回 卒業式

１月１７日（水）の授業中に地震が発生し、火災が起きた想定で避難訓練を行いました。今 ２０日（火） 校内研修会 １９日（火） 給食終了

回の避難訓練は、今年度の総括として、起きた時の行動、避難の仕方や避難経路の把握ができ ２８日（水） 卒業を祝う会 ２１日（木） ４時間授業 12:15頃下校

ているか等、安全指導が計画的・継続的な指導が行われていたかの確認を行いました。前回 ２９日（木） 昔あそび(１年) ２２日（金） 令和５年度 修了式 11:10頃下校

の訓練より10秒早く(５分02秒)で集合場所に避難することができました。子どもたちの意 クラブ （３年生見学）

識「自分の命は自分で守る」が身についてきているように思います。

災害や事故はいつどこで起こるのかわかりません。起こった時に子どもたち自身が自分の命

をどう守るのか！自分の命は自分で守る！の行動が慌てずに取れるようこれからも大切な学習 野球しようぜ！ 大谷翔平選手からグローブが届きました。

・体験をたくさん積み重ね、指導していきたいと考えています。 テレビや新聞などで，大谷選手が「日本全国すべての小学校にグローブをプレゼントする」という

「この世で一番大切にしなければならないもの」、世の中には大切にしないといけないものは ことをご存じの方が多いかと思います。そのプレゼントが本校にも届きました。右利き用のグロー

たくさんありますが、私が考える一番大切なものは、一人ひとりの「命」です。命はすべての ブが２つ，左利き用のクローブが１つ，いずれも大谷選手が使用してい

人に平等で、全員が一つずつ持っているものです。無くしてしまえば るグローブと同じもの（レプリカ）です。「校長室に飾るというようなこ

その代わりになるものはありません。だからとても大切にしないとい とはしないでほしい」という大谷選手の強い意向を踏まえ，本校では子

けません。一人ひとりの命はかけがえのないものです。「命」のこと どもたちにに使わせる方法を検討しています。まずは，各学級でグロー

を考えることは自分自身について考えることです。 ブと大谷選手からのメッセージを回覧し，子どもたちがグローブを見た

お家でも「命」について「自分」について、お子さまと一緒にもう り触ったりしています。ありがとうございました。

一度考えてみてください。

 


